
図１．電極の本数と変換効率の関係 図 2. グリッド電極に対するレーザ
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[序論] 近年,光無線給電が徐々に注目されつつあり，光電変換効率の改善が大きな課題の 1 つ

となっている．今回,我々は太陽電池の電極構造に着目し，光電変換効率の向上を検討した．本

研究では，表面グリッド電極の本数が異なる InGaAs 太陽電池に 1550nm レーザを照射する実験

と， GaAs 太陽電池の表面グリッド電極に対し 826nm レーザを垂直,あるいは平行に照射した

場合の変換効率の差を調べる実験を行った． 

[実験方法] (実験 1) グリッド電極の本数が 4 本の InGaAs 太陽電池と 20 本の InGaAs 太陽電池

に 1550nm レーザを照射し，変換効率を測定した．(実験 2) GaAs 太陽電池のグリッド電極に対

して垂直，平行に 826nm レーザを照射し，変換効率を測定した． 

[結果と考察] (実験 1) 1550nm レーザの入射強度が 20mW まではグリッド本数が 4 本の場合の

方が 20 本に比べて変換効率が高い値を示したが，レーザの入射強度が 25ｍＷ以上はグリッド

本数が 20 本の場合の方が高い変換効率を示した(図 1)．この原因はレーザの入射強度が増加す

ることで発生する正孔によるジュール熱損失を低減できた為と推定される．(実験 2) 826nm レ

ーザを垂直、または平行に照射した場合(図 2)電極に対してレーザ光を平行に照射した方が低い

変換効率を示した．この原因は，発生した電子が少ないグリッド電極に集中することで抵抗が

増加した為であると推定される．  

 

 

 

 

 

第66回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2019 東京工業大学 大岡山キャンパス)11p-W611-8 

© 2019年 応用物理学会 03-548 3.13


